医師のみなさんへ

　医療の最先端で重責を担い、日夜分かたぬ努力をなさっておられることに心から敬意を表します。

　突然で恐縮ですが、今問題になっている医師の勤務条件改善のためにぜひとも労働組合にご協力と、あわせてご加入をお願いしたくお手紙を差し上げました。

　全日本国立医療労働組合（略称　全医労）は国立病院の職員で組織する唯一の労働組合で、全国で2万名を超える組合員を有しております。国立病院における看護師増員や労働者の賃金改善、職場の細々した労働条件の改善などに成果を上げています。院内保育所も看護師が安心して働ける条件整備のために50年以上も前から設置、改善運動を起こし、女性医師が働き続ける条件整備のために大きな役割を果たしています。また経営最優先の施設運営が進められる中、さらに職場を忙しくし、チームワーク、人間関係を悪化させる業績評価制度導入をやめさせるために奮闘しているところです。

政府・厚生労働省の医療費削減方針のため、医学部の定員削減を始めてから20年、医師数はOECD30カ国中27番目、国連参加国の中でも67番目という発展途上国並にしか確保されていません。医療の高度化とあいまって医師の労働実態はひどい状態になっています。

　今医師の労働実態のひどさがやっと世間の注目を浴びるようになりました。我々全医労は仕事にゆとりを持たせてこそよい医療ができると考えています。医師や看護師などの労働実態を人たるにふさわしいものに改善したい、そういう願いから日本医療労働組合連合会（医労連）とともに取り組んだ「医師・看護師の大幅増員を求める請願」署名は100万を集約しました。その結果、07年7月参議院で全会一致でこの請願が採択され、厚生労働省は具体的な手だてを迫られることとなりました。今年は厚生労働省を動かし、実効ある法律制定に向けて奮闘しているところです。

　こうした医療、職場改善運動に是非医師の皆さんにもご協力いただきたいのです。医療の中核を担っておられる皆さんに参加していただくことが医療改善運動にとって決定的に重要なことだと考えます。先生方がめざしてこられたお仕事を、健康を維持しながらモチベーションと専門性を高めて専念していただけるようにするために、心よりお願いいたします。　
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